
市
長
を
囲
ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
語

り
合
う
「
市
長
と
ま
ち
づ
く
り
ト
ー

ク
」
（
自
治
連
主
催
）
が
２
月
６

日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
に
は
橋
川
渉
市
長
の
ほ
か
、

上
寺
和
親
人
権
市
民
協
働
部
長
ら
幹

部
５
人
、
地
域
か
ら
は
、
粕
谷
利
光

自
治
連
会
長
、
各
町
内
会
長
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
設
立
準
備
会
委
員
、

次
年
度
町
内
会
長
予
定
者
ら
計

26

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

市
は
現
在
、
住
民
と
行
政
が
連
携

し
た
自
治
体
運
営
を
目
指
し
て
、
新

し
い
住
民
自
治
の
仕
組
み
「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
設
立
を
進
め
て
い

ま
す
。

当
地
域
で
は
、
市
の
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
指
針
」
を
受
け
て
、
平
成

20
年
度
に
「
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
平
成

21

年
３
月
に
ま
ち

づ
く
り
の
目
標

を
策
定
す
る
な

ど
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
設

立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年

12
月
、
協
議
会

設
立
に
向
け
た

具
体
的
な
仕
組

み
づ
く
り
を
め

ざ
し
「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
設
立
準
備
会
」
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
ト
ー
ク
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
設
立
と
平
成

24
年

度
か
ら
の
事
業
移
管
を
め
ざ
す
市
か

ら
①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
り
地

域
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
②
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
の
か
③
行
政
の
役
割
な
ら

び
に
取
り
組
み
④
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
位
置
づ
け
と
役
割
⑤
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
設
立
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
の
あ
と
、
橋
川
市
長
は
「
地

方
分
権
か
ら
地
域
内
分
権
、
住
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
市
の
借
金
が
７
０
０

億
円
あ
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
税
金
で
賄
う
の
は
困
難
。

地
域
課
題
に
即
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

急
速
な
高
齢
化
に
備
え
て
地
域
の
助

け
合
い
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
期
待
を

表
明
、
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

（
自
治
連
合
会
）

「
市
長
と
ト
ー
ク
」
に
引
き
続

き
、
協
議
会
設
立
準
備
会
の
第
一
回

会
合
が
開
か
れ
、
役
員
の
選
出
、
選

出
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
準
備
会
役
員
に
つ
い
て
は
、
協

議
会
を
に
ら
み
、
新
役
員
を
交
え
て

決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
「
準
備

会
役
員
は
協
議
会
と
切
り
離
し
、
現

委
員
の
中
か
ら
選
出
、
新
役
員
が
準

備
会
委
員
に
な
っ
た
段
階
で
改
め
て

協
議
す
れ
ば
い
い
の
で
は
」
な
ど
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
、
と

り
あ
え
ず
は
粕
谷
自
治
連
会
長
を
準

備
会
委
員
長
に
、
社
協
会
長
、
自
主

防
災
会
長
を
副
委
員
長
と
す
る
こ
と

で
一
致
し
ま
し
た
。

草
津
市
は
「
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
プ
ラ
ン
」
を
作
成
中
で
す
。

当
地
域
で
は
、
個
別
支
援
プ
ラ
ン

対
象
者
（
７
５
才
以
上
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
で
お
住
ま

い
の
方
、
要
介
護
１
以
上
の
方
）
に

つ
い
て
、
昨
年
十
二
月
初
旬
、
民
生

委
員
が
対
象
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、

状
況
を
お
聞
き
し
な
が
ら
申
請
書

（
個
別
支
援
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
ま

し
た
。

今
回
の
要
援
護
登
録
申
請
者
は

65
人
で
、
こ
れ
に
対
す
る
避
難
支

援
者
申
請
は

47
人
で
す
。
災
害
時

の
安
否
確
認
の
た
め
に
は
、
要
援
護

者
一
人
に
つ
き
二
人
の
支
援
者
が
必

要
で
、

87
人
不
足
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
支
援
者
０
人
の
方
も
い
ま

す
。同

制
度
は
、
大
規
模
災
害
時
に
は

消
防
な
ど
の
救
助
が
間
に
合
わ
ず
、

隣
近
所
の
助
け
合
い
が
不
可
欠
な
こ

と
か
ら
、
避
難
の
支
援
を
必
要
と
す

る
人
に
対
し
て
、
向
う
三
軒
両
隣
、

町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委

員
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
連
携
し

て
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
制
度
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
減
災
支
援
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
保
留
さ
れ
て
い
る
方

も
申
し
込
み
は
継
続
し
て
い
ま
す
の

で
登
録
・
申
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
民
生
委
員
会
長
松

本
孝
子
（
電
話
５
６
３
｜
８
７
３
７
）

ま
で
。
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ま
ち
づ
く
り
協
の
仕
組
み
と
役
割
説
明

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク

市
長
が
地
域
に
協
力
を
要
請

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
で
市
の
説
明
に
耳
を
傾
け
る
出
席

者

準
備
会
役
員
決
め
る

要
援
護
者
避
難
支
援
に
協
力
を



志
津
南
地
区
自
冶
連
合
会
は
１
月

15
日
午
前
、
若
草
中
央
公
園
で
新
年

恒
例
の
左
義
長
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
全
国
的
な
寒
波
に
見
舞
わ

れ
大
変
寒
い
日
で
し
た
が
、
風
も
あ

ま
り
強
く
な
く
左
義
長
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

左
義
長
は
自
冶
連
合
会
の
今
年
度

最
後
の
行
事
で
あ
り
、
飛
島
都
市
開

発
、
若
寿
会
、
子
ど
も
会
の
協
力
を

得
て
準
備
を
進
め
、
当
日
は
来
年
度

町
内
会
長
就
任
予
定
の
み
な
さ
ん
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

お
か
げ
で
寒
い
中
２
５
０
人
を
超

え
る
参
加
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
お
正
月
の
飾
り
つ
け
や
お
札
、
破

魔
矢
、
子
ど
も
た
ち
の
書
初
め
な
ど

を
炎
の
中
に
投
げ
込
み
、
こ
の
１
年

の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

子
ど
も
会
の
ぜ
ん
ざ
い
、
ホ
ッ
ト

カ
ル
ピ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
寒
い
中

参
加
さ
れ
た
大
人
か
ら
も
好
評
で
、

子
供
に
は
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
が

配
ら
れ
ま
し
た
、
ま
た
、
自
冶
連
合

会
か
ら
は
お
酒
も
振
る
舞
わ
れ
、
左

義
長
の
火
で
暖
を
取
り
な
が
ら
新
年

の
挨
拶
を
交
わ
す
な
ど
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

左
義
長
は
地
域
に
根
ざ
し
た
新
年

の
行
事
と
し
て
、
ま
た
、
住
民
の
ふ

れ
合
う
場
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
若
寿
会
、
子

ど
も
会
の
役
員
の
み
な
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
自
冶
連
左
義
長
実
行
委
員
会
）

若
草
西
児
童
公
園
に

新
し
い
遊
具
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
公
園

に
は
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
遊
具
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た

も
の
と
し
て
、
高
齢
者

が
軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ

チ
の
で
き
る
健
康
増
進

器
具
４
基
と
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
複
合

遊
具
１
基
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
向
け
の
健
康
増
進

器
具
に
は
、
使
用
方
法

を
示
し
た
表
示
板
も
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

健
康
増
進
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
共
に
利

用
で
き
る
公
園
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

世
代
間
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
あ
り
ま
す
。

散
歩
の
途
中
に
も
ぜ
ひ
公
園
に
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
新
鮮
な
空
気

の
も
と
、
健
康
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、

子
ど
も
・
親
・
祖
父
母
の
三
世
代
が

交
流
で
き
る
場
所
と
し
て
楽
し
い
語

ら
い
の
時
間
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

志
津
南
地
区
同
和
教
育
推
進
協
議

会
と
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民

館
）
合
同
の
各
町
内
学
習
懇
談
会
報

告
会
と
人
権
講
座
が
１
月

23
日
、

同
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

各
町
内
会
か
ら

10
月
に
行
わ
れ

た
学
習
懇
談
会
の
内
容
が
報
告
さ
れ

た
あ
と
、
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
で

「
Ａ
＆
Ｂ
（
エ
イ
ト
ビ
ー
ト
）
」

の
お
話
し
と
演
奏
を
通
し
て
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。

小
学
校
教
諭
の
白
井
さ
ん
と
市
教

委
職
員
の
池
田
さ
ん
の
二
人
は
「
歌

を
通
し
、
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
伝
え
た
い
」
と
人
権
を
テ
ー
マ
に
、

県
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

「
竹
田
の
子
守
唄
」
な
ど
、
お

な
じ
み
の
曲
や
、
白
井
さ
ん
作
詞
作

曲
の
曲
を
み
ん
な
で
歌
い
な
が
ら
、

曲
と
曲
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
二
人
の

会
話
や
歌
詞
の
中
に
、
私
た
ち
の
人

権
意
識
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

場
面
が
あ
り
、
二
人
は
「
差
別

に
つ
い
て
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、

自
分
自
身
が
気
づ
か
な
い
ま
ま

に
差
別
を
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、

人
権
が
守
ら
れ
る
社
会
を
築
く

た
め
に
、
日
々
の
生
活
の
中
で

一
人
ひ
と
り
の
認
識
と
実
践
が

ど
れ
だ
け
大
切
か
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
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左
義
長
に
２
５
０
人

左義長の炎に一年の無事を祈る参加者

西
公
園
に
遊
具
設
置

西
公
園
に
設
置
さ
れ
た
遊
具
や
健
康
器
具

湖
南
広
域
消
防
局
は
、
３
月
１

日
か
ら
始
ま
る
「
春
の
全
国
火
災

予
防
運
動
」
に
先
駆

け
２
月
28
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

１
時
間
、
草
津
市
野

路
町
の
立
命
館
大
学

Ｂ
Ｋ
Ｃ
で
春
季
消
防

総
合
訓
練
を
行
い
ま

す
。大

規
模
施
設
に
お
け
る
火
災
、

特
殊
災
害
、
交
通
事
故
が
同
時
に

発
生
し
た
と
の
想
定
で
ヘ
リ
や
大

型
車
両
を
動
員
し
た
大

掛
か
り
な
訓
練
で
す
。

同
消
防
局
で
は
周
辺

地
域
住
民
、
町
内
会
防

災
担
当
者
ら
の
参
加
を

要
請
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
同
消

防
局
南
消
防
署
（
電
話
５
６
４
・

４
９
５
１
）
ま
で
。

26
日
に
春
季
消
防
総
合
訓
練

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
で
和
や
か
に

演
奏
を
ま
じ
え
人
権
を
学
ぶ
参
加
者



志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

は
１
月

31
日
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス

ト
森
亮
子
さ
ん
を
講
師
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
「
ア
ロ
マ
で
心
の

癒
し
」
を
む
開
催
し
ま
し
た
。

森
先
生
は
、
自
身
が
精
神
的
に
つ

ら
か
っ
た
と
き
に

ア
ロ
マ
（
花
や
果

皮
な
ど
か
ら
抽
出

し
た
天
然
の
精
油
）

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

を
受
け
、
心
が
た

い
へ
ん
癒
さ
れ
た

と
い
う
経
験
か
ら
、

今
度
は
自
分
が
人

に
し
て
あ
げ
、
少

し
で
も
心
を
癒
し

て
も
ら
え
た
ら
と
、

病
院
で
患
者
さ
ん

に
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
を
施
し
た
こ
と

な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
披
露
し
ま
し
た
。

ア
ロ
マ
の
知
識
と
香
り
の
種
類
、

注
意
事
項
を
教
え
て
も
ら
っ
た
あ
と
、

２
人
１
組
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
あ
い

ま
し
た
。

講
座
で
初
め
て
出
会
っ
た
人
た
ち

も
「
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま
す
ね
」

と
話
し
が
弾
み
ま
し
た
。
講
師
の
方

か
ら
「
身
近
な
人
か
ら
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
」
の
声
か
け
に
「
家
族

に
ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
し
ま
す
」

と
応
え
る
な
ど
、
部
屋
に
立
ち
込
め

る
香
り
の
中
に
、
人
の
心
を
癒
す
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
機
運
の
高
ま
り
を
感
じ

ま
し
た
。

志
津
南
老
人
ク
ラ

ブ
若
寿
会
（
奥
田
隆

三
会
長
）
は
１
月
８

日
、
志
津
南
市
民
セ

ン
タ
ー
で
恒
例
の
新

年
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
年
は
年
末
、
年

始
に
か
け
大
変
寒
い

日
が
続
き
ま
し
た
が
、

当
日
は

32
人
が
元
気

に
参
加
し
ま
し
た
。

年
頭
に
当
た
っ
て

奥
田
会
長
が
「
今
年
は
若
寿
会
創
立

25
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

62
年
４
月

に
三
十
数
人
の
会
員
に
よ
り
発
足
、

歴
代
先
輩
の
努
力
と
多
く
の
地
域
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
伝
統
あ
る

25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
若
寿
会

会
員
は
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝

し
、
自
分
の
出
来
る
こ
と
で
地
域
の

行
事
に
協
力
し
、
若
寿
会
を
会
員
み

ん
な
の
力
で
守
っ
て
行
こ
う
」
と
挨

拶
。
こ
の
あ
と
、
懇
親
会
に
移
り
、

村
井
さ
ん
の
ギ
タ
ー
の
伴
奏
で
お
正

月
の
歌
や
ナ
ツ
メ
ロ
を
元
気
に
歌
い

ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
楽
し
く
福
引
大
会

を
行
い
懇
親
会
を
終
え
ま
し
た
。

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
食
育
講

座
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

「
初
め
て
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
」

日

時

①
２
月

21
日
（
月
）

②
２
月

28
日
（
月
）

午
前

10
時
〜
12
時

内

容

玄
米
や
有
機
農
産
物
を
主

体
と
し
た
食
事
法
・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ

ク
に
沿
っ
た
調
理

対

象

草
津
市
在
住
・
在
勤
の
方

受
講
料

六
百
円
（
２
回
分
）

材
料
費

１
回
７
０
０
円
程
度

場

所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

定

員

16
人
（
先
着
順
）

締
切
り

２
月
19
日
午
後
５
時

※
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
治
連
お
よ
び
各
町
内
会
の
総
会

日
程
が
次
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

会
場
は
い
ず
れ
も
志
津
南
市
民
セ
ン

タ
ー
（
公
民
館
）
で
す
。

□
３
月
19
日
（
土
）

若
草
１
丁
目

９
時
か
ら

若
草
２
丁
目

10
時

40
分
か
ら

若
草
３
丁
目

12
時

30
分
か
ら

若
草
４
丁
目

14
時

10
分
か
ら

若
草
５
丁
目

15
時

50
分
か
ら

□
３
月
20
日
（
日
）

若
草
６
丁
目

９
時
か
ら

若
草
７
丁
目

10
時

40
分
か
ら

若
草
８
丁
目

13
時
か
ら

岡
本
町
西

14
時

40
分
か
ら

□
３
月
27
日
（
日
）

自
治
連
合
会

10
時
か
ら

12
時

受
付
は
開
始
時
間
の

20
分
前
で
す
。

詳
し
く
は
３
月
中
旬
配
布
予
定
の

総
会
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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□2月17、24日（木）

★ゆうゆうびと講座10:00～12:00

□2月19日（土）

★わんぱくプラザ南っ子

餅つき大会

10：00～12：00

☆健康ウォーキング

8：45 若草中央公園集合

□2月20日（日）

★ふれあいコンサート

10：00～12：00 社協

□2月21、28日（月）

★食育講座 9：30～12：00

□2月22日（火）

★地域サロン：懐メロを歌う会

10：00～11：30

□2月26日（土）

☆社会奉仕

8：30 若草中央公園集合

□3月3、10日（木）

★ゆうゆうびと講座10:00～12:00

□3月4日（金）

★定例健康相談日

9：30～12：00 市健康増進課

★ふれあい昼食会

12：00～13：00

ボランティア「泉」

□3月5日（土）

☆健康ウォーキング

8：45 若草中央公園集合

□3月8日（火）

★地域サロン：懐メロを歌う会

10：00～11：30

□毎週金曜日

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00～12：00

若草第五集会所

★印の場所は志津南市民センター

（公民館）です

ア
ロ
マ
講
座
開
く

互
い
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
あ
う
参
加
者

若
寿
会
が
新
年
懇
親
会

元気よくナツメロを歌う若寿会のメンバー

食
育
講
座
の
受
講
生
募
集

総
会
日
程
決
ま
る



志
津
南
地
区
健
康
推
進
員
連
絡
協

議
会
は
１
月
29
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
今
期
２
回
目
と
な
る
「
男
性
の
た

め
の
料
理
講
習
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
男
性
も
お
お
い
に
厨

房
に
入
り
包
丁
を
に
ぎ
る
時
代
で
す
。

男
性

14
人
の
参
加
者
は
、
ま
ず

「
パ
エ
リ
ア
」
に
挑
戦
。
魚
貝
類

を
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
で
失
敗
な
く
出
来
る
と
あ
っ
て

「
家
で
も
み
ん
な
が
集
ま
っ
た
時
に

作
っ
て
み
ま
す
」
と
大
変
好
評
で
し

た
。ま

た
「
白
菜
の
サ
ラ
ダ
」
「
野

菜
と
ワ
カ
メ
の
ス
ー
プ
」
「
フ
ル
ー

ツ
」
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
考
慮
し
た

４
品
に
腕
を
ふ
る
い
楽
し
く
和
や
か

な
２
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
環

境
美
化
グ
ル
ー
プ
は
１
月

22
日
、

牟
礼
山
上
り
口
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
寒
さ
も
ゆ
る
み
雑
木
林
に

冬
陽
の
射
す
中
、
道
端
に
は
融
け
残

り
の
雪
だ
る
ま
。
上
り
口
か
ら
の
長

い
坂
道
は
一
面
松
葉
が
折
り
敷
き
滑

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
総

勢
８
人
で
１
時
間
余
り
か
け
取
り
除

き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
数
人
は
山
手
幹
線
交

差
点
の
林
の
中
に
立
て
ら
れ
て
い
る

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
の
看
板
付
近
の
枝
葉

を
切
り
落
と
し
、
雑
草
を
取
り
除
い

て
あ
た
り
を
す
っ
き
り
さ
せ
ま
し
た
。

結
果
、
フ
ェ
ン
ス
沿
い
の
危
険
な
曲

が
り
角
も
歩
行
者
、
自
転
車
、
車
の

見
通
し
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
の
中
で
の
活
動

に
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

（
環
境
美
化
グ
ル
ー
プ
）

市
・
県
民
税
申
告
の
「
お
出
か
け

相
談
」
が
、
２
月

25
日
（
金
）
に

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前

10
時
〜
正

午
と
午
後
１
時
〜
３
時
で
す
（
申
告

受
け
付
け
は
午
後
１
時
ま
で
）
。

草
津
市
民
の
方
で
、
市
・
県
民
税
の

申
告
相
談
や
確
定
申
告
書
の
提
出
も

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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「
男
の
料
理
教
室
」
好
評

ずうっとず
うっと昔、琵

琶湖のほとり

に、それはそれは偉い法師さ

まがおわしたとじゃ…。と、

真っ白な綿帽子をかぶった庭

石を眺めていると、

なんとなく「日本

昔ばなし」の一場

面に登場しそうなお坊さまに

見えてくる。この冬は例年に

なく雪が多く、寒さもひとし

お。それだけに光やわらかに

緑が芽吹く春が待ち遠しい。

雪法師

節
分
は
、
季
節
の
分
か
れ
目
の

立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
、
さ

ら
に
彼
岸
・
八
十
八
夜
な
ど
二
十

四
節
気
・
雑
節
の
前
日
を
指
し
ま

す
が
、
年
中
行
事
の
中
で
も
人
気

の
高
い
立
春
の
前

日
を
節
分
と
い
い
、

邪
気
を
払
っ

て

春
を
迎
え
よ
う
と

い
う
行
事
で
す
。

何
年
か
前
ま
で
は
、
夜
に
な
る

と
大
人
や
子
ど
も
の
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
言
う
声
が
聞
こ
え
た

も
の
で
す
。
翌
朝
は
庭
に
撒
（
ま
）

い
た
豆
に
雀
が
群
が
っ
て
豆
を
つ

い
ば
む
様
子
を
眺
め
た
も
の
で
す

が
、
最
近
で
は
そ
ん
な
伝
承
的
な

行
事
を
楽
し
む
家
庭
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
寂
し
い
気
が

し
ま
す
。

し
か
し
、
恵
方
に
向
か
っ
て
巻

き
寿
司
を
丸
か
ぶ
り
す
る
風
習
だ

け
は
広
が
り
、
節
分
行
事
も
様
変

わ
り
で
す
。
と
も
あ
れ
、
立
春
を

過
ぎ
、
大
方
の
人
は
春
を
心
待
ち

に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
私
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。

「
猛
暑
の
後
の
冬
は
寒
く
積
雪

も
多
い
」
。
昨
秋
そ
ん
な
話
を
聞

き
ま
し
た
が
ま
さ
に
大
当
た
り
、

こ
の
冬
は
本
当
に
寒
い
。
そ
の
う

え
猛
暑
の
影
響
が
ま
た
一
つ
。
ス

ギ
・
ヒ

ノ
キ

花
粉
の

飛
散

量
が
平

年
の

２
・
５

倍
と

予
想
さ
れ
て
お
り
、
少
な
か
っ
た

昨
年
と
比
べ
る
と
10
倍
だ
と
か
。

厳
し
い
寒
さ
の
後
に
大
量
の
花

粉
、
憂
鬱
な
春
に
な
り
そ
う
で
す
。

と
は
い
え
、
年
度
変
わ
り
で
何
か

と
気
ぜ
わ
し
い
日
々
、
家
に
こ
も
っ

て
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
お

ろ
そ
か
に
し
が
ち
な
体
調
を
整
え

春
の
花
粉
到
来
に
備
え
た
い
も
の

で
す
。

（
花
粉
症
歴
18
年
の
ベ
テ
ラ
ン
）

不
安
な
立
春

ぎ
ご
ち
な
い
手
つ
き
で
料
理
す
る

参
加
者

牟
礼
山
上
り

口
す
っ
き
り

牟
礼
山
上
り
口
を
清
掃
し
た
環
境

美
化
グ
ル
ー
プ

25
日
に
税
の
申
告
相
談


